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アカデミア人材の標準化活動の評価に向けた取組状況

⚫ アカデミア人材は、その学識と中立な立場から日本型標準加速化モデルにおける基盤的活動及び戦略的活
動の双方を支えている。他方、必ずしも標準化活動の優先順位は高くなく、大学における採用、人事評価、
昇任等における取扱いにおいては、標準化活動が明示的に評価対象となっているとは言い難い。

⚫ アカデミア人材の評価対象としての標準化活動の位置づけの向上・明確化を推進していくこと、加えて、
標準化活動を客観的かつ適切に評価するため、活動への参画状況や貢献度合いが適切な場において明文化
された形で残されるようにすることが課題。

⚫ アカデミア人材の標準化活動の評価制度等への取込のための働きかけ、及び標準化活動を可視化する環境
の整備を行った。
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・大学協会、大学連盟から会員大学へ、標準化活動に関わ
る教員の貢献が適切な形で可視化、評価される仕組み作り
を検討いただきたい旨の周知を依頼。
・標準化活動への参画等をアカデミア人材の評価や採用に
係る書面等に記載いただくため、個別大学への働きかけも
実施。
・このようにトップダウン・ボトムアップの双方向からア
プローチし、標準化活動の評価を慫慂。

・文科省・JSTへの働きかけにより、
JSTのデータベース型研究者総覧
「researchmap」へ標準化活動を登録
する方法をFAQ、マニュアルに掲載。
・アカデミア人材が自身の標準化活動
への参画状況を示すことができる。

大学関係団体・個別大学への働きかけ researchmapへの標準化活動経験の
記載様式の整理

大学

大学協会
大学連盟

評価方法・評価制度等
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大学関係団体・個別大学への働きかけ

• 各大学協会、大学連盟から会員大学へ、アカデミア人材の標準化活動を後押しする仕組み作りとして教員

応募書類様式や教員評価制度等への取込を検討いただきたい旨の周知を依頼。資料配付やHP掲載、協会

新聞への寄稿を行った。

◦ 実施先：公立大学協会、国立大学協会、私立大学協会、私立大学連盟

• 個別大学の産学連携本部等に学内における標準化活動の評価についてのヒアリング、及び大学で標準化活

動が評価されるための方策について意見交換を実施。引き続き、個別大学への働きかけを実施していく。

◦ 実施先：大阪大学、東京大学、東京理科大学、早稲田大学 等

• 「社会貢献」をどのように教員評価に入れるかは各大学で決めている。必要性をどうやって
認識してもらうかが課題。

• 標準化活動は国レベルの取組のため、大学内で評価されないはずはない。

• 大学は人材の宝庫だと思うが、ボランティアベースでは出来ない。特に私立大学は今後どん
どん財政が厳しくなる。

• 科研費やCREASTなど大きい予算系の大学教員が募集するところに絡めるとより広がってい
くのでは。

• 大学法人評価等の社会貢献の項目に標準化が含まれると大学も動くのではないか。

ご意見
私立大学協会協会新聞『教育学術新聞 第3023号』
（令和7年10月8日発刊）



researchmapへの標準化活動経験の記載について

researchmapサイトFAQ
(https://researchmap.jp/faqs/faq_questions/view/
531302/5833e053fd63635d55a09f99694a2c58?frame_id=1051658）

• 研究者が業績を管理・発信できるようにすることを目的とした、JSTのデータベース型研究

者総覧「researchmap」において、文科省・JSTへの働きかけにより、8月25日に経歴とし

て標準化活動を登録する方法を掲載。

• 標準化活動に取り組むアカデミア人材の貢献を可視化するプラットフォームを整備し、国内

審議団体等に周知。来年度科研費説明会にてresearchmap説明時に紹介予定。

・ ISO/IEC/ITU,JIS等の委員としての活動は「委員歴」内に登録可能。
例）団体名：ISO（TC○/SC○） 『(TC/SC名)』

委員名：国際委員会 コンビーナ
区分：その他

・委員会以外での標準規格策定の参画実績は「学術貢献活動」に登録可能。
例）役割：審査・評価

活動種別：審査・学術的助言

・標準化人材情報Directory「STANDirectory」に登録している場合、個人
ページのリンクを外部リンクやプロフィール欄に登録可能。

researchmap利用者マニュアル https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap利用者マニュアル/研
究者用/登録、更新/業績/各業績に登録する内容#●_学術貢献活動 4

researchmapサイトFAQ Researchmap利用者マニュアル

https://researchmap.jp/faqs/faq_questions/view/531302/5833e053fd63635d55a09f99694a2c58?frame_id=1051658
https://researchmap.jp/faqs/faq_questions/view/531302/5833e053fd63635d55a09f99694a2c58?frame_id=1051658
https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap利用者マニュアル/研究者用/登録、更新/業績/各業績に登録する内容#●_学術貢献活動
https://guide.researchmap.jp/index.php/Researchmap利用者マニュアル/研究者用/登録、更新/業績/各業績に登録する内容#●_学術貢献活動


（参考）アカデミア人材の標準化活動の評価制度等への取込

⚫ アカデミア人材の貢献を可視化するとともに標準化活動に従事するインセンティブを強化するため、大学等に
おいて標準化活動を業績の項目とすることを慫慂。

⚫ 早稲田大学理工学術院では、教員応募書類様式に標準化活動実績がある場合の記載例を提示するとともに、教
員採用公募要領（雛形）にも国際標準化活動の実績の根拠となる書類の提出を求めることを検討してほしい旨
の注釈。

⚫ なお、産業技術総合研究所では、長期間継続した取組が必要となる標準化活動を論文や特許と同様に評価する
ため、規格発行時のみならず規格開発の途中経過やその役割等について、研究成果等の一部として登録できる
ようにしているほか、評価者に対して標準化活動において評価されるべき能力の内容を例示する等の見える化
を推進。

（事例）早稲田大学理工学術院の教員応募書類様式

●国内外標準化活動の実績がある場合の記載例

（略）
【海外機関との共同研究等の実績、その他研究活動上特記すべき事項】
・△△△△に関する研究について○○新聞にて特集記事記載（2013年＊
月＊日）
・ISO/IEC/ITU,JIS等の○○委員、○○委員長（2015年＊月～2024年＊
月）
・ISO/IEC/ITU,JIS等の○○委員、○○委員長としての「△△△△」の国
際標準取得（2015年＊月～2015年＊月）
・・・

（参考）産業技術総合研究所の取り組み

●標準化活動に関する研究成果等への登録
研究成果発表データーベースにおいて、国内外の標準化活動を登録
可能とし、例えば、国際規格については発行時だけでなく、NP
（新規提案）、DIS（国際規格案）等の途中段階の年月日や、当該
規格に対するプロジェクトリーダー、コンビナー等の役割が登録可
能。
●標準化活動において評価されるべき研究者としての能力の内容例
例えば、「研究テーマの計画・立案」同様、「標準化の計画・立
案」を、「論文執筆」同様、「標準化の文書作成」を例示。
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（参考） JIS規格文書への学術論文の記載について

⚫ JIS規格文書には、参考文献として学術論文を記載することが可能。
JISの様式を定めるJIS Z8301に、参考文献の表記方法について原則及び規則が記載されている。

⚫ 査読付きの学術論文を参考文献として記載することで、規格自体の信頼性や権威が向上し、規格の活用・
普及に有用。
実際にISOでは、Bibliographyとして学術論文が明示され、高く評価されている。

⚫ JIS規格文書に参考学術論文を明記することで、アカデミア人材の標準化活動実績や規格文書への貢献を
可視化し、業績として示すことができる。
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• 最終ページ（附属書がある場合は最後の附属書）の下の方また
は次のページに横線で区切り、“参考文献”の見出しを付けて記
載。
※ただし、JISと対応国際規格との対比表の附属書がある場合は、その
附属書の前のページに記載。

• オンラインで利用できる参考文献は、その出典を特定し、検索
に十分な情報を記載。

• JIS B1052-2（締結用部品－炭素鋼及
び合金鋼製締結用部品の機械的性質－
第2部：強度区分を規定したナット）29
ページ

• JIS T0993-7（医療機器の生物学的評
価－第7部：エチレンオキサイド滅菌残
留物）72～83ページ

＜学術論文が記載された規格の例＞＜原則及び規則＞（ JIS Z8301 参照）
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